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受け取ったお客さまの心を、花で形に変える場所
　「花を通して表現したい」その想いをもって花屋をはじめ、今年で 23年目。
　お客さまとのヒアリングを通して、言語化できない贈られる人への想いや好みを具現化することで、
常に想像を上回る作品の提供を心掛けています。
　今年 8月には新たなワーキングスペースを完成。
　居心地の良い空間に、居心地の良い人々が集い、居心地の良い時間が流れるように花を通して、訪
れるお客さまの心に鳴り響く作品を求めて、これからも変わらず心をこめてお花を作っていきます。

■HP：https://r-eiffel.jp/
■Instagram：　　
https://www.instagram.com/hanareiffel/

Instagram

（小規模事業者持続化補助金活用事例）

HP
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あなたの思い伝えたい。

https://www.nakatani-p.co.jp
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
７
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り 

謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
は
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
北
陸
地
方
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
そ
の
後
も

余
震
が
度
々
発
生
す
る
中
、
現
在
も

復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
所
も
あ

り
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
中
で
、
緩
や

か
な
回
復
基
調
に
あ
る
一
方
、
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
の
不
安
が
影
響
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
や
原
材
料
費
高
騰
、
賃
金
の
上
昇
な
ど
が
企
業
コ

ス
ト
の
増
加
に
繋
が
り
、
企
業
収
益
を
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
中
小
・
小
規
模
企
業
は
、
人
材
不

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
七

年
の
初
春
を
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

近
年
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
災
害

の
激
甚
化
・
多
発
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
の
高
騰
な
ど
、

社
会
構
造
は
急
速
に
そ
し
て
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
に
も
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
県
と
し
て
も

復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
未
だ
日
常
を
取
り
戻
せ

て
い
な
い
県
民
、
事
業
者
の
方
々
が

お
ら
れ
、
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
町

村
等
と
も
連
携
し
、
液
状
化
対
策
な
ど
被
災
者
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
は
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
最
優
先
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
社
会
構

足
、価
格
転
嫁
、生
産
性
向
上
、働
き
方
改
革
に
加
え
、

能
登
半
島
地
震
な
ど
、
台
風
、
大
雨
等
の
頻
発
す
る

大
規
模
自
然
災
害
に
対
す
る
事
業
継
続
力
強
化
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課

題
に
対
し
、
連
合
会
で
は
、「
商
工
会
と
や
ま
経
営
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
県
下
商
工
会
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
目
ま
ぐ
る
し
い
事
業
環
境
変
化
や
制
度
改

正
へ
の
対
応
、
事
業
継
続
力
強
化
支
援
等
、
中
小
・

造
の
変
化
に
対
応
し
、
人
口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
県
民

一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策

を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
策
の
一
つ
の
柱
は
、
本
県
の
将
来
を
担
う
全
て

の
こ
ど
も
た
ち
が
元
気
に
自
分
ら
し
く
成
長
で
き
る

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
や
教
育
改
革
、
本

県
経
済
を
支
え
る
人
材
育
成
、
外
国
人
等
と
の
共
生

社
会
の
実
現
、
医
療
・
福
祉
人
材
の
確
保
強
化
な
ど
、

本
県
の
活
力
を
支
え
、
発
展
の
礎
と
な
る
「
未
来
に

向
け
た
人
づ
く
り
」
で
す
。

小
規
模
事
業
者
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
を
契
機
に
、「
関

西
販
路
開
拓
・
ト
ラ
イ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取

り
組
み
、
関
西
圏
の
市
場
を
見
据
え
た
大
阪
で
の
商

談
会
・
販
売
会
の
開
催
に
よ
る
販
路

開
拓
支
援
を
展
開
し
ま
し
た
。

本
年
も
「
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
を
念
頭
に

一
層
信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
希
望
を

持
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
地
域
と

企
業
の
未
来
に
貢
献
す
る
使
命
感
を

も
っ
て
、
伴
走
型
経
営
支
援
や
地
域

経
済
振
興
事
業
を
推
進
し
、
よ
り
一
層
事
業
に
邁
進

す
る
所
存
で
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
商
工
会
員
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に

と
っ
て
本
年
が
新
た
な
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
、
社
会
活
動
の
基

盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
・
県
土
強
靱
化
、
公
共
交
通
の
維

持
・
活
性
化
、
新
た
な
産
業
の
育
成
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
は
じ
め
と
す
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
な
ど
、
県
民
の
皆
様
が

躍
動
す
る
舞
台
を
創
り
出
す
た
め
の
「
新
し
い
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
進
め
、
知
事
に

就
任
し
て
以
来
目
指
し
て
き
た
、
県
民

の
皆
様
が
主
役
の
「
若
者
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
希
望
に
満
ち
た
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
富
山
県
」、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
富
山
県
」、「
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き

る
富
山
県
」
の
実
現
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
県
民
の
皆
様
の
県
政
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
　
頭
　
の
　
ご
　
挨
　
拶

年
　
頭
　
の
　
ご
　
挨
　
拶

地
域
と
企
業
の

　

 

未
来
に
貢
献
す
る

　
　

 

使
命
感
を
も
っ
て

地
域
と
企
業
の

未
来
に
貢
献
す
る

　
　

使
命
感
を
も
っ
て

富山県商工会連合会長

宮 本 光 明
富山県商工会連合会長

宮 本 光 明
「
幸
せ
人
口
一
〇
〇
〇
万

　

〜
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
先
進
地
域
、

　
　
　

富
山
〜
」
を
目
指
し
て

「
幸
せ
人
口
一
〇
〇
〇
万

　

〜
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
先
進
地
域
、

　
　
　

富
山
〜
」
を
目
指
し
て

富山県知事

新 田 八 朗
富山県知事

新 田 八 朗
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富
山
県
商
工
会
連
合
会

会　

長　

宮　

本　

光　

明

副
会
長　

川　

合　

声　

一

　

〃　
　

藤　

井　
　
　

開

専
務
理
事　

山　

本　

公　

生

事
務
局
長　

武　

部　

賢　

昭

朝
日
町
商
工
会

会　

長　

深　

松　
　
　

隆

副
会
長　

金　

井　
　
　

真

　

〃　
　

上　

澤　

勝　

記

事
務
局
長　

小　

林　

光　

義

入
善
町
商
工
会

会　

長　

藤　

井　
　
　

開

副
会
長　

中　

瀬　

淳　

哉

　

〃　
　

上　

野　

幸　

樹

事
務
局
長　

本　

多　

光　

一

上
市
町
商
工
会

会　

長　

中　

田　

克　

宣

副
会
長　

小　

森　

武　

次

　

〃　
　

森　
　
　

敦　

史

事
務
局
長　

藤　

井　
　
　

智

立
山
舟
橋
商
工
会

会　

長　

石　

田　

孝　

夫

副
会
長　

久　

世　

忠　

昭

事
務
局
長　

宮　

本　
　
　

晃

富
山
市
南
商
工
会

会　

長　

若　

井　

英　

忠

副
会
長　

清　

水　

宏　

篤

　

〃　
　

安　

川　

敏　

行

筆
頭
理
事　

山　

本　

幸　

治

事
務
局
長　

岡　

村　

孝　

志

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

会　

長　

鈴　

木　
　
　

聡

副
会
長　

森　

口　

正　

行

　

〃　
　

吉　

田　

泰　

樹

筆
頭
理
事　

吉　

田　

忠　

正

事
務
局
長　

田　

代　

忠　

之

富
山
市
北
商
工
会

会　

長　

杉　

谷　

秀　

一

副
会
長　

中　

村　
　
　

勇

　

〃　
　

平　

野　

平　

幸

事
務
局
長　

谷　

崎　

達　

也

射
水
市
商
工
会

会　

長　

織　

田　

寿　

一

副
会
長　

池　

田　

善　

揮

　

〃　
　

島　

田　

公　

志

事
務
局
長　

篠　

田　

千　

春

高
岡
市
商
工
会

会　

長　

松　

嶋　

浩　

二

副
会
長　

二　

口　
　
　

真

　

〃　
　

中　

島　

秀　

恭

事
務
局
長　

斉　

田　
　
　

仁

小
矢
部
市
商
工
会

会　

長　

府　

録　

弘　

之

副
会
長　

中　

嶋　

秀　

明

　

〃　
　

竹　

森　

源　

一

事
務
局
長　

川　

上　

智　

弘

南
砺
市
商
工
会

会　

長　

川　

合　

声　

一

副
会
長　

川　

田　

征　

利

　

〃　
　

岩　

崎　

弥　

一

事
務
局
長　

竹　

中　

雅　

司

庄
川
町
商
工
会

会　

長　

武　

田　

武　

美

副
会
長　

坂　

井　

彦　

就

　

〃　
　

太　

田　

和　

也

事
務
局
長　

土　

井　
　
　

浩

本年もよろしくお願いいたします　　

20252025年年

富
山
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会

会　

長　

和　

田　

美　

樹

副
会
長　

室　
　
　

友
理
恵

　

〃　
　

平　
　
　

一　

輝

　

〃　
　

田　

地　

広　

大

　

〃　
　

柴　

田　

泰　

利

富
山
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

会　

長　

水　

口　

芳　

美

副
会
長　

柚　

木　

美
恵
子

　

〃　
　

野　

口　

康　

代

　

〃　
　

木　

村　

雅　

子

　

〃　
　

坂　

井　

朱　

美

富
山
県
商
工
同
友
会

会　

長　

森　
　
　

政　

幸

副
会
長　

釈　

永　

健　

吾

　

〃　
　

森　
　
　

勇　

一

　

〃　
　

武　

田　

慎　

一

あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
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な
支
援
が
困
難
な
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
会
員
数
は
減
る
一
方

で
、
私
が
全
青
連
会
長
で
あ
っ
た
当
時

は
1
1
0
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
た

商
工
会
員
が
、
現
在
は
約
80
万
人
と
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
我
が
国

の
人
口
減
少
の
ペ
ー
ス
よ
り
も
早
く
、

地
域
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

宮
本　
事
業
承
継
を
盛
ん
に
訴
え
て
い

ま
す
が
、
後
継
者
が
い
な
い
、
売
り
上

げ
が
伸
び
な
い
、
様
々
な
理
由
で
小
規

模
事
業
者
は
施
策
を
活
用
で
き
な
い
の

が
現
実
で
す
。
商
工
会
エ
リ
ア
は
特
に

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
消
費
の
減
退

や
収
益
性
の
悪
化
が
大
き
な
足
か
せ
と

な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
先
ほ
ど
商
工
会
の
規
模
感
に
つ
い
て

お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
富
山
県
内
は

事
務
局
長
や
経
営
指
導
員
が
不
在
の
商

工
会
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
恵
ま
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
小
規
模
事
業
者

の
廃
業
は
、
単
な
る
事
業
所
の

閉
鎖
以
上
の
ダ
メ
ー
ジ
を
地
域
に
与

え
て
し
ま
い
ま
す
。
中
に
は
住
民
生
活

に
直
結
す
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
え

て
い
る
事
業
者
も
存
在
す
る
中
で
、
限

界
集
落
が
本
当
に
住
め
な
い
状
況
に
陥

る
前
に
、
国
に
よ
る
手
当
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
過
疎
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
最
後

の
最
後
ま
で
そ
の
土
地
で
生
活
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
が
お
ら
れ
る
限
り
、

け
し
て
贅
沢
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
最
低

限
を
保
証
す
る
よ
う
な
政
策
・
施
策
は

要
望
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
本　
今
の
宮
窪
本
部
長
の
お
話
は
、

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
県
内
で
も
南
砺
市
に
お
け

る
小
規
模
多
機
能
自
治
の
推
進
や
朝
日

町
が
2
0
2
0
年
に
行
っ
た
「
ノ
ッ

カ
ル
あ
さ
ひ
ま
ち
」
の
取
組
が
あ
り
ま

す
が
、
商
工
会
が
主
体
と
な
れ
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
商
工
会
の
体
力
的
な
問
題
、

ま
た
業
務
の
幅
の
問
題
で
す
。

　
一
例
と
し
て
、
商
工
会
エ
リ
ア
内
に

大
規
模
郊
外
型
店
舗
が
出
店
し
、
地
域

の
個
人
商
店
の
経
営
が
困
難
と
な
る
、商

店
の
事
業
継
続
が
困
難
と
な
る
こ
と
で
、

そ
れ
に
連
な
る
事
業
所
が
影
響
を
受

け
、地
域
の
生
活
利
便
性
が
悪
化
す
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
が
増
え
て
い
く
よ
う

な
こ
と
に
な
れ
ば
、
商
工
会
の
会
員
や

商
工
会
組
織
を
強
く
す
る
、
地
域
を
支

え
る
存
在
と
し
て
商
工
会
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
る
、
と
い
う
の
は
重
要

か
つ
目
の
前
に
迫
っ
た
次
の
ス
テ
ッ
プ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
窪　
商
工
会
は
異
業
種
団
体
で
、
組

織
内
に
建
設
業
や
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
業
種
部
会
が
存
在
し
ま
す
が
、

部
会
の
役
割
は
役
員
の
選
出
な
ど
、
組

織
の
議
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
よ
り
地
域
の
色
を
出
し
て

い
く
た
め
に
は
商
工
会
員
が
自
ら
要
望

を
行
う
機
会
が
重
要
で
す
。

　
私
も
型
枠
工
事
（
専
門
工
事
）
の
業

界
に
属
し
、
業
界
と
し
て
要
望
等
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
の

食
い
扶
持
の
た
め
の
要
望
で
す
が
、
商

工
会
は
地
域
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

で
、
地
域
を
守
る
た
め
の
要
望
が
で
き

る
組
織
で
す
。
全
国
的
に
商
工
会
組
織

が
行
政
機
関
に
意
欲
的
な
要
望
を
行
っ

宮
窪　
私
自
身
が
庄
川
町
商
工
会
と
い

う
県
内
で
は
小
規
模
な
商
工
会
に
属
し

て
い
る
身
で
す
が
、
全
国
に
は
会
員
数

が
1
0
0
名
に
満
た
な
い
商
工
会
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
局
長
を
置

け
ず
、
指
導
員
も
少
な
い
た
め
、
十
分

宮
本　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。本
日
は
新
春
対
談
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
窪　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
年
ご
挨
拶

全
国
の
商
工
会
を
巡
り

感
じ
た
こ
と

地
域
の
未
来
を
守
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
必
要
と
な
る

支
援
と
は

た
環
境
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
市
町
村
合
併
が
影
響
し
て

お
り
、
商
工
会
独
自
の
努
力
で
解
決
で

き
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
窪　
他
県
に
お
い
て
商
工
会
合
併
を

進
め
る
動
き
が
あ
る
こ
と
は
耳
に
し
て

い
ま
す
。た
だ
、合
併
に
よ
っ
て
職
員
数

が
削
減
さ
れ
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
て
は
本
末
転
倒
な
の
で
、
対
応
に
は

十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

宮
窪　
地
域
の
小
規
模
事
業
者
は
、
事

業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

全国商工会連合会地域経済再生本部長

宮 窪 大 作氏

新

春

対

談

～地域の未来 を守るために～～地域の未来 を守るために～
今、立ち向かうべ き商工会 の 課 題今、立ち向かうべ き商工会 の 課 題
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宮
窪　
商
工
会
員
は
商
工
会
内
部
だ
け

の
関
係
で
は
な
く
、
消
防
団
、
地
域

振
興
会
、
赤
十
字
社
、
母
親
ク
ラ
ブ
、

P
T
A
、
交
通
安
全
協
会
、
防
犯
協
会

な
ど
、
複
数
の
団
体
に
ま
た
が
っ
て
地

域
を
支
え
る
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
け
る
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
本　
人
が
い
な
く
な
れ
ば
商
売
は
成

り
立
た
な
い
し
、
除
雪
な
ど
の
地
域

サ
ー
ビ
ス
が
衰
え
る
こ
と
で
、
人
の
住

め
な
い
地
域
が
増
え
る
。
人
が
い
る
か

ら
こ
そ
地
域
が
成
り
立
つ
と
い
う
意
識

を
、
商
工
会
全
体
が
持
っ
て
い
く
べ
き

で
す
。

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
け
し
て
当
た
り
前

の
こ
と
で
は
な
く
て
、
地
域
住
民
や
行

政
機
関
な
ど
の
関
係
す
る
方
々
に
、
地

域
の
た
め
に
商
工
会
っ
て
重
要
だ
よ

ね
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
事

で
す
。

　
そ
し
て
商
工
会
地
域
が
も
の
づ
く
り

や
農
業
、
商
工
業
を
頑
張
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
土
地
を
守
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
都
市
部
の
産
業
が
成
り
立
つ
、
自

分
た
ち
の
生
活
に
繋
が
っ
て
い
る
と
理

解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
物
の
見
方
は
大

き
く
変
わ
る
し
、
そ
の
訴
え
を
仕
掛
け

て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
本　
言
わ
れ
る
通
り
、
商
工
会
員
は

地
域
で
色
々
な
活
動
を
通
し
て
活
躍
し

て
お
り
、
そ
れ
は
と
て
も
良
い
こ
と
で

す
。
一
方
で
、商
工
会
と
い
う
組
織
は
、

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
と
い
う
意
識

は
強
い
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体

を
見
た
場
合
、
他
団
体
と
比
較
し
て
存

在
感
を
発
揮
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
地

域
の
た
め
に
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
が

残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
思
い
を
強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
と
い
う
組
織
を
客
観
的
な
視

点
で
俯
瞰
し
た
時
、
商
工
会
が
地
域
で

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
役
割
は
、
経
済

だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
は
ず
で
す
。
こ

れ
か
ら
人
口
が
減
り
、高
齢
化
が
進
み
、

人
手
が
不
足
し
、
D
X
へ
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
中
で
、
今
現
在
の
商
工
会

の
枠
組
み
を
超
え
て
、
地
域
に
よ
り
貢

献
で
き
る
組
織
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
け
し
て
不
可
能
で
も
、
難
し
い
こ
と

で
も
な
く
、
地
域
及
び
そ
の
地
域
を
構

成
す
る
様
々
な
団
体
と
の
連
携
で
達
成

で
き
る
は
ず
で
す
。

宮
窪　
現
在
、
人
手
不
足
の
問
題
へ
の

取
組
と
し
て
、
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り

の
方
の
就
労
体
験
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
に
お
い

て
も
、
家
庭
内
に
お
い
て
も
小
さ
く
な

い
問
題
で
す
が
、こ
れ
ま
で
は
「
就
労
」

と
い
う
分
野
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
管
轄

で
、
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り
に
関
し
て

は
別
の
管
轄
が
あ
っ
て
と
い
う
風
に
、

誰
が
解
決
に
取
り
組
む
の
か
不
明
確
で

し
た
。
そ
の
中
で
商
工
会
で
こ
ん
な
活

動
が
で
き
た
と
知
ら
し
め
る
こ
と
は
、

商
工
会
の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
し
、
今
後
こ
の
よ
う
な
活
動

を
商
工
会
事
業
と
し
て
行
う
か
ら
、
新

た
な
職
員
を
設
置
す
る
予
算
を
要
望
す

る
、
と
い
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
問
題

は
、
行
政
で
は
解
決
策
を
示
せ
な
い

し
、
自
治
振
興
会
で
も
難
し
い
。
し
か

し
空
き
店
舗
の
隣
の
商
店
で
あ
れ
ば
、

土
地
・
建
物
の
所
有
者
を
知
っ
て
い
た

り
、
そ
の
方
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の

か
知
っ
て
い
た
り
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
情
報
を
掴
ん
で

い
る
の
は
商
工
会
員
で
あ
り
、
商
工
会

に
は
情
報
を
集
め
る
能
力
が
あ
る
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
多
く
の
問
題
は「
人
」

に
帰
結
す
る
。
そ
の
「
人
」
の
力
を
持

つ
の
が
商
工
会
で
あ
り
、
商
工
会
の
将

来
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
そ
の
強
み
を

活
か
し
て
、
商
工
会
に
は
地
域
の
問
題

を
解
決
す
る
力
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
切
望
し
ま
す
。

宮
本　

小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
が
2
0
1
4
年
6
月
に
成

立
し
て
以
降
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
お
よ
び
関
係
予
算
は
目
に
見
え
て
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
商
工
業
者
の
た
め
に
必
要
と
な

る
支
援
、
一
例
と
し
て
地
域
の
持
続
的

発
展
や
昨
今
の
災
害
対
策
、
ま
た
先
ほ

ど
か
ら
お
話
し
て
い
る
「
商
工
会
が
地

域
に
根
差
し
た
新
た
な
活
動
」
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
商
工
会
が
地
域
社
会

で
果
た
し
て
い
る
役
割
を
プ
ロ
モ
ー
ト

す
る
と
共
に
、
そ
れ
を
国
の
中
枢
に
届

け
る
人
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

役
割
を
宮
窪
本
部
長
に
は
期
待
し
た
い

で
す
。

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お
話

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。宮
窪
本
部
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
、
そ

し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
、対
談
の
結
び
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
想
い

宮 本 光 明氏
富山県商工会連合会 会長

新

春

対

談

～地域の未来 を守るために～～地域の未来 を守るために～
今、立ち向かうべ き商工会 の 課 題今、立ち向かうべ き商工会 の 課 題
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富山県ものづくり研究開発センタ－ 開発支援棟
 新規入居者募集

　富山県ものづくり研究開発センターの開発支援棟では研究開発
を行うものづくり企業のためのレンタル研究スペースへの入居者
を募集しています。
　新商品、新技術開発等の意欲にあふれる企業や研究グループ
の入居をお待ちしています。

・24 時間入退室可能なセキュリティ－システム完備
・駐車場（棟入口 36 台）無料
・各部屋インターネットへの接続が可能 （個別契約要）
・富山県産業技術研究開発センタ－との連携が容易
　（最先端のものづくり研究設備が使えます）
・入居者交流会、入居企業同士の連携も可能

敷金なし　礼金なし　減免制度あり

■お問合せ先
公益財団法人 富山県新世紀産業機構
イノベーション推進センタ－
ものづくり研究開発センタ－
〒 933-0981　富山県高岡市二上町 122
TEL : 0766-50-8280  FAX : 0766-50-8283
E-Mail : monozukuri@tonio.or.jp
ホームペ－ジ：https://www.tonio.or.jp/search/monozukuri/

富山県オンライン海外販路開拓支援補助金
越境ECへの参入や海外向け販促コンテンツ（PR文・動画等）改善等を支援します！

商取引のデジタル化に対応し、非対面・遠隔での販路開拓を実現するため、
越境ＥＣ事業や海外見本市へのオンライン参加など意欲的な取組を後押しする
ものです。
富山県内に主たる事業所を置く ①中小企業者・小規模企業者
　　　　　　　　　　　　　　 ②NPO法人（注１）
　　　　　　　　　　　　　　 ③中小企業等経営強化法に基づく組合（注２）
越境 EC への参入や海外見本市へのオンライン出展に係る事業（国内見本市、
国内 EC モールは対象外）（注３）
令和６年 5月22日（水）～ 令和７年1月31日（金）（注4)

※１ 個人事業主、フリーランスも利用可。
※２ みなし大企業、暴力団関係者、性風俗営業等事業者を除く。
※３ 令和７年２月 28 日（金）までに完了のうえ、実績報告書を提出する見込みのあるもの。
※４ 申請は先着で受付け、予算額に達し次第、募集を終了いたします。

人材確保にお困りの事業者の方へ　移住支援金対象求人登録のご案内
移住支援金対象求人を掲載して、首都圏求職者へのアピールポイントの１つに！

■お問合せ先
【就活ラインとやまへの入力に関するお問い合わせ】富山くらし・しごと支援センター 飯田橋オフィス
Tel：0120-108-250　相談時間：月～土（祝日、年末年始を除く）10：00 ～ 18：30

【制度全般に関するお問い合わせ】富山県ワンチームとやま推進室移住・交流促進担当　Tel：076-444-4496
【法人登録に関するお問い合わせ】富山県労働政策課　雇用推進係　Tel：076-444-4608

イベント名 開催日 お問合せ先 TEL

四季の五箇山雪あかり「世界遺産　菅沼合掌造り集落　ライトアップ」 2月1日（土）・2日（日） 五箇山総合案内所 0763-66-2468

めるびるバレンタイン JAZZ ライブ 2月2日（日） 小矢部市商工会 0766-67-0756

2025 冬遊ぼう 第 25 回入善ラーメンまつり 2月22日（土）・23日（日） 入善町商工会 0765-72-0163

世界遺産　相倉合掌造り集落ライトアップ「雪原に浮かぶ日本の原風景」 2月22日（土）・23日（日） 五箇山総合案内所 0763-66-2468
※詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

22月月各地のイベント
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対象求人の要件

利便性

入居費用について

移住支援金制度とは

対象法人の要件（以下の全てを満たす法人）

「就活ラインとやま」とは？

事
業
主 求

人
掲
載

富
山
県

就活ラインとやま
企業登録

企業IDの発行 承認通知 求人を承認

就活ラインとやま
求人登録

企業情報
所在地、代表者名
業種、業務内容　等

求人情報
基本給、労働時間、
休日、手当の有無　等

提出書類
①法人登録申請書
②現在事項全部証明書
または履歴事項全部証明書

移住支援金対象法人
申請書を県へ提出

a. 週 20 時間以上の無期雇用契約　等

富山県が運営する、県内就職を考える
方に向けた企業情報サイトです。

制度の詳細は就活ラインとやま
からご確認ください。

a. 官公庁等ではないこと
b. 資本金 10 億円以上の営利を目的とする私企業ではないこと
c. みなし大企業ではないこと
d. 本店所在地が東京圏のうち条件不利地域以外の地域にある法人ではないこと。
e. 雇用保険の適用事業主であること
 f . 風俗営業者でないこと
g. 暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力と関係を有する者でないこと

　移住支援金対象法人に登録すると、県公式企業情報サイトへの求人掲載が可能となり、
首都圏から富山県に移住・転職を希望する求職者が該当求人を閲覧できるようになります。

東京 23 区（在住者又は通勤者）から富山県内に移住し、対象法人に就業した方（※）
に移住支援金を支給する制度です。
※就活ラインとやまに「移住支援金対象求人」として、求人掲載されていることが条件となります。

対 象 経 費

伴 走 支 援

申 請 方 法

経費区分 内容 補助率・補助金額

展示会等
出展費

出展料、ECモール登録料　等
※海外見本市にリモート出展する場合
は小間料、小間装飾費、輸送費も対象

【補助率】
中小・組合  1/2
小規模       2/3

【補助金額】
上限　50 万円

【参考】
中小・組合　100万円
小規模　75万円
の事業（税抜）が上限
※上限を超える事業
について自己負担
による実施を妨げ
ません。

※原則精算払い、1/2
以内概算払い可

謝金・旅費 専門家謝金・コンサルタント料、
専門家旅費、従業員等の旅費

広告費 見本市、ECモール内でのバナー広告費

雑役務費
補助事業実施期間中に臨時的に
雇い入れたアルバイト代、派遣
労働者の派遣料等

借料 会場等借料、機器・設備等のリー
ス料・レンタル料

外注費

事業に必要な業務の一部の外注費
（請負、委託等）
例）登録サイトの多言語対応（翻訳）、越境
ECのための自社HPの構築、商談に係
る通訳、製品・商品のPR動画制作等

その他経費 上記の他、知事が特に必要と認める経費

事 業 目 的

募 集 期 間

対　象　者

補助対象事業

補助金の給付にあわせて、ジェトロ富山及び事業に精通した専門家による伴走支援を実施します。
①オンライン販路開拓セミナー及び事業説明会（主催：ジェトロ富山）

内　容：オンデマンド配信、セミナー及び事業説明会資料の配布
※配信・配布期間については、ジェトロ富山 (076-415-7971) までお問い合わせください。

②専門家による個別コンサルテーション
内　容：オンラインによる無料相談を複数回実施
対　象：10 社程度（補助金申請を検討するもの及び採択者）
専門家：相談の内容から担当する専門家を決定の上、ジェトロ富山にてオンライン面談

をアレンジ
その他、事務局が事業者の要望に応じて、出展可能な見本市や外注可能な専門事業者の
紹介などの行いサポートします。
また、採択者の取組のうち、優良な事例の発表会を予定（令和７年２月頃）

郵送、持参又は電子メール（送付後に電話連絡必要）
申請方法など詳細はホームページで

■お問合せ先
富山県商工労働部立地通商課　TEL：076-444-3400
E-Mail：arichitsusho@pref.toyama.lg.jp

・中小企業の方には、1/3の減免制度があります。


